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加藤睦夫教授略歴 ・主要著作目録
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１９４８年３月

１９４８年４月

１９５０年４月

１９５２年５月

１９５４年１０月

１９５９年１０月

１９６３年１０月

１９６７年度

１９７４年度

１９８８年３月

　山梨県に生まれる

第一高等学校卒業

東京大学法学部政治学科卒業

配炭公団入杜

財政経済新聞杜入杜

杜団法人金融財政事情研究会入杜

大蔵省大臣官房調査課勤務

立命館大学経済学部助教授

立命館大学経済学部教授

立命館大学学生部長（１９６９年度まで在職）

立命館大学経済学部長 ・大学院経済学研究科長

定年退職

学　会　活　動

１９６４年～１９８６年 目本財政学会理事

主　要　著　作

「東京都の財政構造」『地方自治資料』１９５３年１０月 。

「トヅシ ・ライソの支柱としての租税政策」『目本資本主義講座　　戦後日本の

　　政治と経済　　』第５巻「戦後経済構造の変貌（２）」・岩波書店・１９５３年１２

　　　　　　　　　　　　　　　　（８１１）



　３０８　　　　　　　　　　立命館経済学（第３６巻 ・第４ ・５号）

　　　月所収。

著書『「８大銀行融資関係の推移」報告書」金融財政事情研究会
，１９５４年９月

。

「財政」『日本経済四季報』目本評論杜，１９５４年９月所収
。

著書『「９大銀行の株式持合関係」報告書』金融財政事情研究会
，１９５５年８月

。

「都民所得の構成と都税制の特徴　　地方税体系の研究　　
」『経済評論』第５

　　巻第６号，１９５５年６月 。

「政府諸特別会計 ・諸機関間の財政関係」高橋長太郎 ・林栄夫編ｒ近代財政講

　　座』第３巻ｒ目本の財政分析」，春秋杜，１９５８年３月所収
。

「東京都の税制」『都政」１９５８年７月
。

「政府事業」遠藤湘吉編『財政学』青林書院，１９５８年９月所収
。

共著『神奈川県財政の分析』自治研究所，１９５９年１月
。

共著『危機におげる目本経済』中央公論杜，１９５９年２月
。

「３４年度の減税問題」ｒアナリスト』第５巻第２号，１９５９年３月
。

「現行地方税体系の問題点」『都市問題』第５０巻第４号
，１９５９年４月

。

著書『予算書による市町村財政診断』自治研究所，１９５９年９月
。

「第２の所得の構造　　財政はそのためにいかに奉仕したか　　
」『経済セミナ

　　 ー』第３８号，１９５９年１１月
。

「資本蓄積の租税構造論 ンヤウプ勧告の評価によせて」ｒ立命館経済学』

　　第９巻第４号，１９６０年１０月
。

加藤睦夫 ・山村勝郎ｒ財政法（法体制再編期）」ｒ近代法発達史講座』第１０巻
，

　　動草書房，１９６１年１０月所収
。

「戦後財政整理の性格」ｒ立命館経済学』第１１巻第３号，１９６２年８月
。

「占領下の日本財政」鈴木武雄編『財政史』東洋経済新報杜，１９６２年９月所収
。

「財政制度論の一視点　　戦後初期におげる制度改革を中心として　　
」ｒ立命

　　館経済学』第１１巻第５／６号，１９６３年２月
。

「戦後地方経費の展開過程」ｒ立命館経済学』第１２巻第２号
，１９６３年６月

。

著書『図説「国家と経済」　　現代日本の財政論』雄澤杜，１９６３年１１月
。

「租税」島恭彦 ・林栄夫編ｒ財政学講座』窮３巻「目本財政の構造」有斐閣
，

　　　　　　　　　　　　　　　　（８１２）
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　　１９６４年１１月所収
。

「住民税合理化と地方財政　　庄民税統一問題をとう考えるか　　」『住民と自

　　治』第１９号，１９６４年１２月 。

「現代目本財政のイソフレ的メカニ ズム」『経済評論』第１４巻１２号，１９６５年１１月 。

「北九州市におげる市税構造と諸階級」『立命館経済学』第１４巻第５号，１９６５年

　　１２月
。

「マルクス主義財政学」『経済』第２２号，１９６６年３月 。

「大企業課税と市税制度　　北九州市の八幡製鉄に一対する課税の仕組み　　」

　　『住民と自治』第３６号，１９６６年５月 。

「法人課税の発展史的考察（上）」『立命館経済学』第１５巻第５／６号，１９６７年２月 。

「戦後の地方財政と住民闘争」『月刊自治研』第９巻第５号，１９６７年５月 。

「目本の財政（１）」『経済』第３６号，１９６７年５月
。

「目本の財政（２）」『経済』第３８号，１９６７年６月
。

「日本の財政（３）」『経済』第３９号，１９６７年７月
。

「目本の財政（４）」『経済』第４１号，１９６７年９月
。

「目本の財政（５）」『経済』第４２号，１９６７年１０月
。

「租税負担と税のゆくえ」『エコノミスト』１９６８年７月 。

「高度蓄積期におげる地方税収入の構造」ｒ戦後地方財政の展開（藤田武夫教授

　　還暦記念論集）』目本評論杜，１９６８年９月所収 。

「戦後の地方財政制度の確立」島恭彦 ・宮本憲　編『目本の地方自治と地方財

　　政」有斐閣，１９６８年１０月所収 。

「杜会保：障の財政論」角田豊 ・小倉嚢治編『現代の杜会保障』法律文化杜，１９６８

　　年１１月所収 。

「土地課税と土地税制」『都市問題』第５９巻第１２号，１９６８年１２月 。

「財政計画にみる地方財政の危機」『住民と自治』１９６９年６月 。

「政府事業特別会計の役割と限界　　赤字化の根本要因はなにか　　」『金融財

　　政事情』第２２巻第２号，１９７１年１月 。

「Ｍｕｎｃｈｅｎ 市財政の構造」『立命館経済学』第１９巻第６号，！９７１年２月 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（８１３）



３１０　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３６巻 ・第４ ・５号）

「当面する地方財政危機の性格」『京都の自治』第４号，１９７１年４月 。

「目本とヨーロッバの都市財政」『住民と自治』第９７号，１９７１年６月 。

「超『景気刺激』型予算を開いた７１年度補正予算」『経済』第９２号，１９７１年１２月 。

「ｒ高度成長』の破綻と財政間題」ｒ経済』第９６号，１９７２年４月 。

「現代税制と所得課税論」小谷義次 ・吉岡健次 ・宮本憲　編『国家と財政の理

　　論』青木書店，１９７２年１０月所収 。

「町税制度の問題点と改革の方向」ｒ京都の自治』第７号，１９７３年３月 。

「京都府 ・市財政におげる地方税収入の現状と問題点」『京都の自治』第８号 ，

　　１９７３年８月
。

「租税論」林栄夫 ・柴田徳衛 ・高橋誠 ・宮本憲　編集代表『現代財政学体系』

　　第１巻「現代財政学」有斐閣，１９７４年１月所収 。

「総合行政こそ地方自治の姿」『地方自治』１９７４年８月
。

「イソフレ ・不況下の目本経済と１９７５年度予算」『経済』第１３２号，１９７５年４月 。

「赤字国債と『歳入欠陥』」『経済』第１３９号，１９７５年１１月
。

「５０年代の『赤字再建』との相違」『住民と自治』第１５１号，１９７５年１２月
。

「目本財政論のひとつの視角」加藤睦夫 ・古川哲 ・良知力 ・鷲見友好共編著『現

　　代資本主義と国家（宇佐美誠次郎教授還暦記念）』有斐閣，１９７６年４月所収 。

「１９７６年度予算と目本経済」『経済』第１４４号，１９７６年４月
。

「財政の構造」島恭彦 ・宇局基輔 ・大橋隆憲 ・宇佐美誠次郎編『新マノレクス経

　　済学講座』第５巻「戦後日本資本主義の構造」，有斐閣，１９７６年１１月所収 。

著書『目本経済の財政理論』青木書店，１９７６年１１月 。

「昭和２０年度の税収と税制改正問題」鈴木武雄 ・安藤良雄監修，大蔵省財政史

　　室編『昭和財政史（終戦から講和まで）』第７巻「租税（１）」，東洋経済新報

　　杜，１９７７年２月所収 。

「昭和２１年度予算編成と　般税制の改正問題」同上 。

「昭和２０年度の財産税構想」同上 。

「財産法 ・戦時補償特別税法の成立と徴税問題」同上 。

「昭和２２年度税制改正と２１年度補正に伴う税制改正問題」同上 。
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ｒ目本姪済の現局面と７７年度予算　　内外情勢と政策の岐路を展望する　　」

　　『経済』第１５６号，１９７７年４月
。

加藤睦夫 ・谷山治雄「対談 ・一般消費税構想と財政危機打開の方策」『経済』

　　第１６４号，１９７７年１２月
。

「７８年度予算と目本経済」『経済』第１６８号，１９７８年４月
。

ｒ国と地方の財政関係論」加藤睦夫 ・池上惇共編著『財政学概論　　現代資本

　　主義の財政分析』有斐閣，１９７８年９月所収 。

ｒ財政改革論」同上 。

加藤睦夫 ・渡辺佐平「対談 ・国債の大量発行政策を問う」『経済』第１８０号 ，

　　１９７９年４月
。

「財政破綻 ・イソフレ高進と目本経済」『経済』第１８３号，１９７９年７月 。

「深刻化する財政危機と８０年度予算案」『経済』第１９１号，１９８０年３月 。

「財政研究のための今日の課題」『財政学研究』第３号，１９８０年３月 。

「『歳出百科』　　逆立ちした財政見直しの論理」『経済』第１９７号，１９８０年９月 。

「財政破たんの今目的意味　　軍拡と独占的蓄積条件整備のｒ財政再建』路線

　　　　」『経済」第１９９号，！９８０年１１月 。

「『財政再建元年』予算と目本経済」『経済」第２０３号，１９８１年３月 。

「臨調路線と財政『再建』の新段階」『経済』第２１１号，１９８１年１１月 。

「民主的財政改革の道」ｒ講座 ・今目の目本資本主義』第５巻ｒ目本資本主義と

　　財政」，大月書店，１９８２年２月所収 。

「昭和２０年度予算の実行と財政再建計画」鈴木武雄 ・安藤良雄監修，大蔵省財

　　政史室編『昭和財政史（終戦から講和まで）』第５巻「歳計（１）」，東洋経済

　　新報杜，１９８２年３月所収 。

「昭和２１年度予算と編成の経緯」同上 。

「昭和２２年度予算編成と２１年度補正ならびに決算について」同上 。

「終戦直後の歳計について」同上 。

「核戦略と軍事費の膨張」加藤睦夫 ・坂野光俊共編著『現代日本の財政問題』

　　 ミネルヴ ァ書房，１９８３年１！月所収 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（８ユ５）



３１２　　　　　　　　　　立命館経済学（第３６巻 ・第４ ・５号）

加藤睦夫 ・梅原英治「民主的財政改革論の要点」同上 。

「８５年度予算案をめぐる世界と目本の経済情勢」ｒ経済』第２６１号，１９８５年３月
。

「情勢分析こそ財政研究の出発点である」『科学と思想』第５９号，１９８６年１月
。

「目本経済の岐路と脱 ・財政再編」『経済』第２７５号，１９８７年３月
。

ｒ核戦略と軍事費の膨張」加藤睦夫 ・坂野光俊共編著ｒ現代日本財政論』ミ不

　　ノレヴァ書房，１９８８年近刊所収 。

（８１６）


